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お　

知　

ら　

せ

新
し
い
保
護
司
が

決
ま
り
ま
し
た

　

12
月
1
日
付
で
新
た
に
澤
田
宗
博

さ
ん
（
羽
田
井
）
と
米
澤
誠
一
さ
ん

（
名
和
）
が
保
護
司
と
し
て
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
2
年
で
、
犯
罪
・
非
行
を

し
た
人
の
社
会
復
帰
を
地
域
で
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
対
象

者
・
そ
の
家
族
な
ど
に
指
導
を
行
っ

た
り
、
相
談
に
の
る
な
ど
し
て
立
ち

直
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

愛あ
い

玩が
ん

用
の
鳥
類
を

飼
育
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ
（
お
願
い
）

　

昨
年
度
、
国
内
で
も
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
感
染
に
つ
い
て
は
、
渡
り
鳥
に
よ

り
ウ
イ
ル
ス
が
運
ば
れ
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
愛
玩

用
の
鳥
類
を
飼
育
し
て
お
ら
れ
る
方

は
、
野
鳥
と
の
接
触
を
避
け
、
清
潔

な
飼
育
環
境
を
保
つ
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

次
々
と
死
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
鳥
に

異
常
が
見
ら
れ
た
ら
直
ち
に
左
記
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　
　

　

西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
８
５
９
‐
62
‐
０
１
４
０

　

農
林
水
産
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
５

　

ふ
る
さ
と
振
興
課
（
大
山
）

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
８
６

　

ふ
る
さ
と
振
興
課
（
中
山
）

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６

〜
飼
育
上
の
お
願
い
（
注
意
事
項
）
〜

①
鳥
の
様
子
を
こ
ま
め
に
観
察
す

る
。

②
野
鳥
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
、

放
し
飼
い
は
や
め
て
小
屋
の
中
で
飼

い
、
野
鳥
の
侵
入
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
で
覆

う
。

③
餌
や
飲
み
水
は
、
毎
日
新
鮮
な
も

の
を
与
え
る
。

④
鳥
小
屋
・
餌
箱
な
ど
を
定
期
的
に

消
毒
す
る
。

⑤
鳥
を
触
っ
た
後
は
、
手
洗
い
や
う

が
い
を
励
行
す
る
。

　

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強

制
抑
留
者
、引
揚
者
の「
ご
本
人
」に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の『
特
別
慰
労
品
』

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
過
去
に
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
受
け

た
方
も
対
象
）

　

請
求
書
は
福
祉
保
健
課
ま
た
は

各
支
所
の
福
祉
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
請
求
期
間
は
平
成
21
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
次
の
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
ま
で
。

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

　

（
月
〜
金
、
９
時
15
分
〜
17
時
15

分
、
土
日
休
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
方
へ

社　

会

「梨の花は春の雪」
             の上映について

鳥取県西部を舞台にした市民シネマ「梨の花
は春の雪」が大山町でも上映されます。チケッ
ト（大人　１，０００円・こども（小学生以下）
５００円）を各公民館で取り扱っております
■問い合わせ先　
   中山公民館  ☎０８５８－５８－２３３４

1 月 19 日（土）14時～
場所：生活想像館わくわくホール
        （中山温泉館内）

道路交通法が一部改正されました
　悪質な運転による交通事故が後を絶たない状況の中、交通事故防止と交通安全のため、道路交

通法が改正されました。特に、飲酒運転等に対する罰則が強化されました。一人ひとりが交通事

故を起こさないよう交通ルールを正しく理解し、守りましょう。

運転者本人 運転者の周辺

改正前 改正後

酒酔い運転
３年以下の懲役

または
50万円以下の罰金

５年以下の懲役
または

100 万円以下の罰金

酒気帯び運転

１年以下の懲役
または

30万円以下の罰金

３年以下の懲役
または

50万円以下の罰金

飲酒検地拒否 30 万円以下の罰金
３カ月以下の懲役

または
50万円以下の罰金

●車を提供すると、５年以下の懲役また

は 100 万円以下の罰金

●お酒を提供すると、３年以下の懲役ま

たは 50万円以下の罰金となります。

また、運転者が酒に酔った状態にあるこ

とを知りながら、自分を送ってもらうよ

うに依頼し、同乗することも３年以下の

懲役または 50 万円以下の罰金となりま

す。

平成19年
9月 19日施行

来年 6月までに施行予定

保護者は、児童・幼児の自転車に乗車

させるときは、ヘルメットをかぶらせ

るよう努力しましょう

自転車利用対策

車の運転席や助手席だけでなく後部座

席の同乗者もシートベルト着用が完全

義務化されます

被害軽減対策
75 歳以上の運転者について、車に「高

齢運転者標識」（紅葉マーク）の表示が

義務化されます

高齢運転者対策

１．運転者本人が飲酒運転をした場合
の罰則が強化されました。

２．飲酒運転を行うおそれが
ある運転者に

３．「ひき逃げ」の

罰則が、10 年以下

の懲役または 100

万円以下の罰金にな

りました。

４．悪質な違反行為

により免許の取り消

しを受けた場合、３

年以下 10 年を超え

ない範囲で免許の取

得ができなくなりま

した。

５．飲酒運転など所

定の違反をしている

と認められた場合以

外、免許証の提示は

任意でしたが、違反

をしたり、事故を起

こした際は、免許証

の提示が義務化され

ました。


